
市長も出席し、揖屋馬潟線建設促進会議総会

10月3日の興雲閣改修記念式典において

9月松江市議会

平成26年度決算を承認、地方創生
第１幕の補正予算も可決

　10月6日、松江市議会9月定例会は
28日間の会期を終えました。
　9月市議会では、マイナンバー制度
の個人カード関連や新総合体育館の

利用に関する条例改正のほか、補正予
算では、一般会計6億9千万円余で地方
創生の第1幕として5つのステップ関連
予算が計上されました。また、一般会計
1000億1989万円余などの平成26年
度の決算17案件も審査し、提出された
議案は全て可決･承認されました。
　また、議員提出議案の、参議院選の

合区を見直し、各都道府県一人の代
表者が国政参加できるようにとの「参
議院選挙制度の見直しを求める意見
書の提出について」などの4件は、全
員賛成で可決され、国に対して意見書
を送付することになりました。
(予算金額や提出議案の詳細は市ホーム
ページや市報等をご覧ください)

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在64歳)出雲
郷小学校→東出雲中学校→島根県
立松江農林高校→東出雲町役場就
職(平成23年3月に町参事を最後に
退職)→平成23年8月松江市議会
初当選、平成25年4月2期目当選

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりを

していきましょう。この度後援会だよりvol.17を発行いたし

ましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

最近の活動から
揖屋馬潟線建設促進会議が
開かれました

　10月7日、東出雲町商工会館で「揖屋馬潟線建設促進会
議」の総会が開かれました。会議には松浦松江市長も出席
し、８月４日に市長が県知事に都市計画道路揖屋馬潟線の
未事業区間(延長：１２００ｍ)の事業化を要望したことから、
今後は県において事業実施をしてもらうための取り組みを
進めると述べました。一方、県からは、事業中の区間(６６０ｍ)
は取り組みの遅れから当初の平成２９年度末完成が困難と
なったことを明らかにしました。会議では、全部が開通して初
めて効果が出ることから、県事業として早急に整備を進めて
もらうよう各種の働きかけをすることになりました。

後援会のお知らせ

ののうち
まこと

発行： ののうち誠後援会
〒699-0108  松江市東出雲町出雲郷1670
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m a k o t om a k o t o

ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。

17
VOL

松江市に生きる

学校図書館活用教育研修会

市議会で学校図書館活用教育の
研修会を開きました

　9月4日、「これ
からの学校教育と
学校図書館」と題
した研修会を、鎌
田和宏帝京大学教
授を講師に市役所
で開催しました。
　他の用務で来松
された鎌田教授の協力を得て、松江市議会議員の皆さん
に学校図書館活用教育の内容を知ってもらおうと野々内
が主催し呼びかけ、議員９人と市教委職員など１７名に参
加していただきました。
　東出雲町で展開していた図書館活用教育は、生きる力
を育むもの。松江市の子ども達の未来のために、学校図書
館活用教育が進むことを願っています。

東出雲まちづくり会議で地域課題
の話し合い

　10月13日、「平
成27年度東出雲ま
ちづくり会議」が、
東出雲町自治会連
合会の主催で東出
雲ふれあい会館で
開催。今年度２回目
となるこの会議で

は、地域や全町で抱える様々な課題を取り上げ、地区長の
皆さんなどで組織する自治体連合会や市職員などがそれ
ぞれの取り組みや、その対策などを話し合いました。
　野々内も、合併から４年２カ月余り経過したことから、
合併時に策定の「合併市町村基本計画」を点検し、都市
計画道路揖屋馬潟線の未着手部分の課題、南廻山団地
の市営住宅の未整備などの課題や、東出雲地域の課題
解決に向けた一般質問などの取り組みを話しました。共
に課題解決に努力していきます。

東出雲まちづくり会議で活動報告

ホームページ、
ブログはこちらから

後 援 会 だ よ り O c t o b e r

　１０月1日に議会全員協議会が開か
れ、策定が進む「松江市まち・ひと・しごと
創生人口ビジョン・第１次総合戦略(案)」
が執行部から説明されました。
　日本全体が直面する大都市圏への
人口の偏りや人口の急減、少子高齢化
といった課題に対し、国が主要な政策
として立ち上げたのが「地方創生」であ
り、各地域がそれぞれの特徴をいかし
た自律的で持続的な社会を創生する
ため、第１次として５年間(平成27年度
～平成31年度)の計画の策定が急がれ
ています。
　松江市における総合戦略の人口ビ
ジョンは、人口減少問題をさまざまな努

力で克服し、２０６０年に１８万人(現在よ
り約25,000人減少)を確保するため市
民運動を起し、出生数2,000人/年(現
在1,800人/年)をめざす・社会増平均
２７０人/年をめざすとしています。人口
対策は今までも取り組んでいたとはい
え、新しい視点で、松江市全体で市民挙
げての総力戦の取り組みが必要です。
　また、松江市では中核市への移行を
平成30年４月に目標に取り組んでい
ますが、保健所設置が必須になってい
ます。中核市への移行も様々な意見が
あるところであり、人口減少の中でい
つまでも有意義な生活が可能な松江
市であるよう、努力を続けていきます。



土地活用に悩む市内の工場増設予定地 

　

 

特
定
工
場
に
お
け
る

　

 

緑
地
面
積
率
等
の

　

 

緩
和
に
つ
い
て 

　

工
場
立
地
法
に
は
、特
定
工
場
と
呼

ぶ
製
造
業
等
の
敷
地
面
積
9
千
㎡
以
上

ま
た
は
建
築
面
積
3
千
㎡
以
上
の
工
場

に
つ
い
て
、新
増
設
を
行
う
際
の
敷
地

面
積
に
対
す
る
緑
地
面
積
の
割
合
を

定
め
て
い
ま
す
。 

　

工
場
立
地
法
の
改
正
に
伴
い
、平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
市
で
条
例
を

制
定
す
れ
ば
、基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、本
市
で
は
条
例

を
制
定
せ
ず
国
準
則
の
ま
ま
で
す
。 

　

国
準
則
で
は
緑
地
面
積
の
敷
地
面

積
に
対
す
る
割
合
は
20
％
以
上
で
す

が
、本
市
と
益
田
市
を
除
く
県
下
６
市

は
５
％
以
上
か
１０
％
以
上
と
な
っ
て
お

り
、土
地
利
用
に
つ
い
て
大
き
な
差
が

あ
り
ま
す
。地
方
創
生
に
通
じ
る
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
雇
用
創
出
へ
の
取

り
組
み
を
、本
市
は
逃
が
し
て
い
ま
す
。

本
市
と
し
て
、特
定
工
場
に
お
け
る
緑

地
面
積
率
等
の
緩
和
を
す
る
考
え
が

な
い
か
伺
い
ま
す
。 

松
浦
市
長 
こ
の
緩
和
措
置
に
つい
て
は
、

最
近
も
の
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

見
直
し
等
で
、い
ろ
い
ろ
な
企
業
の
方
々

に
お
話
を
聞
き
ま
す
と
、見
直
し
を
望

む
声
は
大
変
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
対
し
地
域
の
実
情
を
よ

く
考
え
な
が

ら
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
ま

し
て
も
こ
の
制

度
、条
例
制
定

に
つ
き
ま
し
て

は
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

 

学
校
図
書
館
活
用

　

 

教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　

①
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

を
受
け
て
、島
根
県
で
は
読
書
推

進
を
検
証
す
る
と
し
て
い
る
が
、

本
市
の
考
え
方
を
問
う
。ま
た
、

本
市
に
お
け
る
学
校
図
書
館
活

用
教
育
の
現
状
を
聞
く
。 

　

8
月
に
公
表
さ
れ
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
島
根
県
の
悪
い
結
果
を

受
け
て
、県
教
育
委
員
会
は
、問
題
を

読
み
解
く
読
解
力
の
養
成
を
課
題
に

挙
げ
る
と
と
も
に
、読
書
推
進
を
検
証

す
る
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
に
つ

い
て
の
市
の
考
え
と
、本
市
に
お
け
る

学
校
図
書
館
活
用
教
育
の
現
状
を
聞

き
ま
す
。

岩
田
副
教
育
長 

本
市
で
も
県
と
同
様

に
、子
供
た
ち
の
読
解
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
は
課
題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、図
書

館
の
活
用
は
有
効
で
す
。読
解
力
や
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
は一朝
一夕
に
身
に
つ
く
も

の
で
は
な
く
、長
い
目
で
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

本
市
の
図
書
館
活
用
教
育
で
は
、学
校

図
書
館
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
導
等
で
、１１

学
級
以
下
の
学
校
に
も
司
書
教
諭
の
発

令
、小
中
学
校
全
校
に
学
校
司
書
を
配

置
、本
の
相
互
貸
借
が
で
き
る
物
流
シ
ス

テ
ム
の
体
制
が
整
い
、1
人
当
た
り
の
年
間

貸
出
冊
数
は
、小
学
校
で
約
70
冊
、中
学

校
15
冊
、加
え
て
、学
校
図
書
館
を
活
用

し
た
授
業
は
、こ
こ
4
年
間
で
倍
増
し
、1

学
級
当
た
り
小
学
校
で
年
間
約
29
回
、中

学
校
で
は
年
間
約
16
回
に
なって
い
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
図
書
館
活
用
教
育
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

②
学
校
や
市
立
図
書
館
の
図
書

購
入
費
が
減
額
さ
れ
た
と
聞
く

が
、現
状
は
ど
う
か
。

 

　

こ
の
学
校
図
書
館
活
用
教
育
の
一
方

で
、学
校
の
図
書
費
が
大
幅
に
減
額
さ

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。素
材
と
な
る
本

が
少
な
く
な
れ
ば
効
果
は
半
減
し
ま

す
。学
校
図
書
館
の
図
書
購
入
費
の
現

状
と
市
立
図
書
館
の
図
書
購
入
費
の

現
状
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

岩
田
副
教
育
長 

図
書
購
入
費
に
つい
て

は
、学
校
図
書
館
は
昨
年
度
に
比
べ
５
割

減
の
8
2
0
万
円
、市
立
図
書
館
は
２
割

減
の
1
，6
0
0
万
円
で
す
。市
立
図
書

館
や
他
校
と
本
の
相
互
貸
借
が
で
き
る
物

流
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、松
江
市
全
体
の
既
存

図
書
の
有
効
活
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

 　

③
1
9
5
0
年
代
に
教
育
者

だ
っ
た
東
井
義
雄
氏
は
、「
村
を
育

て
る
学
力
」を
、村
を
見
捨
て
ず
、

愛
し
、育
て
る
主
体
性
を
も
っ
た

学
力
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
対
極
に
あ
る
の
は
、「
村
を

捨
て
る
学
力
」で
す
。そ
れ
は
村
に

見
切
り
を
つ
け
、都
会
に
出
る
こ

と
に
希
望
を
持
っ
て
養
わ
れ
る
学

力
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。 

学

校
図
書
館
活
用
教
育
も「
生
き
る

力
」を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、「
村
を
捨
て

る
学
力
」に
つ
い
て
、地
方
創
生
や

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

 松
浦
市
長 

私
が
昔
赴
任
し
た
宮
崎
市
で

は
岩
切
章
太
郎
と
い
う
宮
崎
交
通
を
起

こ
し
た
方
が
い
ま
し
た
。地
方
か
ら
国
の

た
め
に
尽
く
し
た
い
日
本
の
中
で
モ
デ
ル

に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
や
り
た
い
と
、本

来
税
金
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も

全
部
宮
崎
交
通
で
や
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
教
育

を
授
け
る
場
合
も
、単
に
自
分
の
立
身
出

世
の
た
め
の
道
具
と
し
て
で
は
な
く
て
、

必
ず
教
育
の
中
か
ら
自
分
の
夢
を
持
つ
こ

と
を一方
に
お
い
て
教
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。 

　

 

障
が
い
者
相
談
支
援

　

 

に
つ
い
て

 　
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
の
、

次
年
度
以
降
の
事
業
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
伺
う
。 

　

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
へ
の
相
談
支
援

事
業
は
、本
市
に
お
い
て
は
法
律
に
規

定
す
る
基
本
相
談
業
務
を
市
内
１７
の

事
業
所
に
委
託
し
、専
門
的
な
指
導
や

助
言
な
ど
の
相
談
支
援
機
能
強
化
と

し
て
市
内
７
の
事
業
所
に
委
託
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。 

　

今
、障
が
い
を
抱
え
た
子
ど
も
達
は

増
加
し
今
後
様
々
な
相
談
は
増
え
る

こ
と
は
確
実
で
す
。本
市
と
し
て
、次

年
度
以
降
の
障
が
い
者
相
談
支
援
事

業
と
委
託
料
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
、

伺
い
ま
す
。

井
田
健
康
福
祉
部
長 

本
市
の
障
害
手

帳
の
所
持
者
や
障
が
い
児
向
け
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
増
加
傾
向
で
す
。こ

う
し
た
中
で
、相
談
支
援
業
務
の
重
要
性

は
増
し
て
お
り
、市
内
17
事
業
所
に
委
託

を
し
、身
体
、知
的
、精
神
の
３
障
が
いへの

対
応
、ま
た「
ま
つ
え
障
が
い
サ
ポ
ー
ト
ス

12
月
議
会
予
定

2
日（
水
）

12
月

本
会
議(

会
期
の
決
定
、

委
員
長
報
告
・
質
疑
、討
論
、

採
決
、提
案
説
明)

7
日（
月
）一
般
質
問

8
日（
火
）

9
日（
水
）一
般
質
問
・
議
案
質
疑
・

委
員
会
付
託

10
日（
木
）総
務
委
員
会

11
日（
金
）教
育
民
生
委
員
会

14
日（
月
）経
済
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会
現
地
調
査

15
日（
火
）建
設
環
境
委
員
会

18
日（
金
）本
会
議(

委
員
長
報
告
、

質
疑
・
討
論
・
採
決)

、閉
会

テ
ー
シ
ョ
ン
き
ず
な
」の
運
営
な
ど
総
合

的
な
相
談
体
制
を
とって
い
ま
す
。

　
一
方
で
、機
能
強
化
の
受
託
を
し
て
い

る
事
業
所
の一
部
で
は
、事
業
所
と
し
て

抱
え
る
相
談
案
件
や
業
務
量
が
増
え
、

相
談
専
門
員
に
対
す
る
負
担
が
増
加
し

て
お
り
、機
能
強
化
に
係
る
事
業
実
施

に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
ご
意
見
も
伺
っ

て
い
ま
す
。今
後
は
、実
態
調
査
を
行
っ

た
上
で
事
業
所
と
十
分
に
協
議
を
重

ね
、次
年
度
以
降
の
委
託
に
つ
い
て
検
証

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
一
般
質
問
と
そ
の
回
答
の
全
文
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

　

野
々
内
は
、9
月
定
例
市
議
会

で
も
連
続
16
回
目
の一
般
質
問
を
行

な
い
ま
し
た
。

一
般
質
問

Q

Q

Q

学校図書館は図書を活用した授業の場でもあります
(東出雲中学校図書室)

指定相談支援事業所のひとつ、
社会福祉法人しののめ(東出雲町) 


